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土木工事における GNSS の活用は調査・測量の段階から施工・維持管理にまで多岐に渡っているが，現

状では課題も多い．土木工事における GNSS の活用研究小委員会（2019 年 5 月終了）では，測位技術や測

地・測量学の基礎に加え，土木現場における GNSS の適切な運用方法や準天頂衛星みちびきを用いた単独

高精度測位 PPP(Precise Point Positioning)等の最新技術について，専門家を交えて研究・討論を行った． 
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1. 活動目的および方針 
 

近年の土木工事においては，工事敷地内での測量に

GNSS が多用され，MC/MG に代表される情報化施工で

も測位データが機体制御の基礎データになるなど，多く

の場面で衛星測位技術が基幹技術となっている． 

ところが，工事現場サイドの実情をみると，測位技術

や測地・測量学の基礎を理解しないまま，あるいは，与

えられた GNSS装置を言われるがままに操作し，誤りに

気づかない状態で現地作業に取り組んでしまっていると

いう状況もあると聞く．一方で GNSSの得失を十分に理

解した上で，作業を円滑に行いたいという声も聞かれる

ようになった． 

そこで本小委員会では，このような要望に応えるため

現場での GNSS運用の課題を整理するとともに，専門家

からの指導を得て，現場で理解しておくべき衛星測位技

術の内容を示し，土木現場における適正な GNSSの運用

方法を取り纏める．また，準天頂衛星や単独高精度測位

PPP 等，今後土木現場での活用が見込まれる新技術につ

いても調査する． 

本小委員会は上記に示した方針の下で、予定していた

2 年間の活動を終えたところである。本稿では活動報告

として 3種の報告書をとりまとめているので、本稿にて

紹介する。 

2. 活動期間および内容 

 

(1) 活動期間 

 2017年 6月～2019年 5月 

 

(2) 活動内容 

 本小委員会で実施した活動内容を以下に示す． 

a) 土木現場におけるGNSS運用ガイドラインの作成 

・現場で理解しておくべき衛星測位技術の内容提示 

・測位結果の取り扱いに関する理解を促進 

→【活動報告書 1/3】 

b) 土木工事における衛星測位に関する実態調査の実施 

・衛星測位に関する理解度や利用に関する課題の抽出 

→【活動報告書 1/3】 

c) 専門家による講演会の開催 

・GNSS測位に関する技術資料として講演資料を整理 

・準天頂衛星や PPPといった最新技術に関する講演 

→【活動報告書 1/3】【活動報告書 2/3】 

d) GNSS測位技術に関する世界各国の動向調査 

・世界各国のGNSS測位の活用実態調査 

→【活動報告書 2/3】 

e) 土木工事における準天頂衛星みちびきの活用案 

・みちびきの特徴を理解し土木工事における活用案 

→【活動報告書 3/3】 

f) ガイドラインに基づくセミナーの開催 

・2019年度土木情報学シンポジウムにて解説 
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3. 活動内容の紹介 

 

(1) 活動報告書 1/3：土木工事における GNSS 活用ガイ

ドライン 

衛星測位利用に関する困り事や課題の抽出のため，測

量・調査・設計・施工・維持管理といった各分野の実務

における活用実態の事例収集を行った。その実態を理解

して、専門家のアドバイスを受けて、GNSS を現場で効

果的に活用するためのガイドラインとしてとりまとめた。 

 

図-1 GNSS活用ガイドライン目次(1) 

 

図-2 GNSS活用ガイドライン目次(2) 

 

図-3 GNSS活用ガイドライン目次(3) 

 

(2)  活動報告書 2/3：測位衛星に関わる調査報告書 

準天頂衛星みちびきの特性を調査するとともに、世界

各国の測位衛星の現状について、専門家を交えた討議を

実施した．具体的には，準天頂衛星の建設分野への適用

に関する研究事例の紹介や，準天頂衛星みちびき 4号機

打ち上げおよび CLASを用いたロボット農機の自動走行

に関する講演等を実施し，土木分野における準天頂衛星

の活用方法についての議論を行った． 

 

(3)  活動報告書 3/3：研究討論会の実施 
 土木学会「平成 30年度全国大会第 73回年次学術講演

会」にて，次のとおり研究討論会を実施した．その結果

を、活動報告書 3/3としてとりまとめた。 

■研究討論会タイトル： 

「準天頂衛星がみちびく土木・測位の未来」 

■日時：2018年 8月 29日（水）13:00〜15:00 

■会場：北海道大学 札幌キャンパス 

第一部では，内閣府宇宙開発戦略推進事務局準天頂衛

星システム戦略室より講演者をお招きし，準天頂衛星み

ちびきについてわかりやすい解説をいただくとともに，

建設分野でのみちびき利用，衛星測位の解説や取得され

た座標の扱い方といった基本的な説明を行った． 

続いて第二部では，測量業務や地すべり等変位計測分

野および陸上工事・海上工事といった各分野における

GNSS 利用の現状と課題を明らかにするとともに，その

課題解決策として，みちびきを活用することを前提にし

た議論を行った． 
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